
世界遺産龍門石窟の正門前にて

唐三彩工房での体験

景福宮正門前にて

キャンプ（水上ミッション）

現地の中学校を訪問

新竹名物のビーフンづくりに挑戦

岡山市子ども海外派遣事業

（平成 24 年 7 月21日 〜 28日　派遣人数　10 名）
派遣生徒　三垣　由衣

 洛陽市への派遣 

　私のホームステイ家庭の家族は三人家族で、とても優しく、明るい人たちでした。初
めは、緊張と不安しかありませんでしたが、静静さんは、初日から沢山話しかけてくれ
て本当に嬉しかったです。また、お母さんやお父さんは、英語や日本語が伝わらなかっ
たので、ジェスチャ―などで一生懸命伝えました。少し困ったことはありましたが、「な

んとかなる」と自分に言い聞かせながら最後まで頑張りました。私は、今回の海外派遣でなかなかできない体験がで
きて誇りに思っています。
　私がとても印象に残っている事は、中国の友達 4 人と日本の友達 4 人で、ショッピングやカ
ラオケや公園などに行ったことです。日本では体験できない事が実際に体験できたことが本当
に嬉しいです。日本と比べると、交通マナーなどの厳しい規制がなく、とても危なかったです。
世界によって文化やきまりが違うのはいい事なのかもしれません。
　岡山に帰っても静静さんとは連絡をとっていて、中国の様子などを教えてくれます。また、
今回の海外派遣で中国語がもっと好きになったので、将来は中国語がペラペラになれるように
勉強していきたいと思っています。

（平成 24 年 8 月3日 〜 10日　派遣人数　10 名） 派遣生徒　岡崎　悠華

 富川市への派遣 

　私はホームステイをすることによって異文化に触れ、現地の方とのコミュニケー
ションをとることができ、視野がとても広がりました。そして、学んだことがあり
ます。それは、何か全く知らない事に目を向けた時、不安

でいっぱいになります。それでも勇気を出して、積極的に自分の思いを口に出してみたり、
行動すれば、必ず自分を成長させるということです。私は、成長できたと思います。ですが、
その成長は第一歩にすぎません。今回で学んだことは、これから生きる私の未来に役立ちま
す。そして、夢を叶えるための大きな自信になりました。
　私は今後、苦しいこと・悲しいことなどさまざまな壁にぶつかると思います。でもそんな
時は、ホームステイで学んだことを思い出し、勇気・希望・自信にかえ、頑張って壁を乗り
越えたいです。そして、また似たような経験をする時があれば、今の自分よりも、もっともっ
と成長した自分となりたいです。ありがとうございました。

（平成 24 年 7 月24日 〜 31日　派遣人数　10 名）
派遣生徒　永松　真好

 新竹市への派遣 

　「你
ニイ

好
ハオ

」「再
ザイヂェン

見」私は中国語を勉強し、期待に胸をふくらませて日本を旅立ちました。一緒に行っ
た 9 人の友達ともすぐに仲良くなれて、思った通り、大変楽しく有意義な旅行になりました。
　台湾の人はとても明るく親日的で、私はすぐに打ち解けました。そして遊園地や買物に行っ
たり、一緒に折り紙をしたり、ホストファミリーのお陰でかけがえのない、あたたかい思い
出をたくさん作ることができました。
　私は未熟ながら英語で会話できたことがとても楽しく、嬉しかったです。しかし自分の英
語力では伝えられないこともあり、もどかしさも感じました。台湾の中高生は英語が大変上
手で、私ももっと英語を勉強したいと思いました。現在もホストフレンドとは英語でメール
をしていて、とても良い勉強になっています。次は是非ホストフレンドに岡山を案内し、岡
山の良さを知ってもらいたいです。
　日本を初めて離れてみて、私は狭い世界で生活していたことに気づき、視野を広げること
ができたと思います。これからもいろいろな国を訪れ、たくさんの文化や伝統、歴史を学び
たいです。そして、私が幼い頃には気づかなかった、日本の素晴らしい文化も伝えていきた
いです。
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第 3 期委員

（平成 25 年 1月20日） （平成 24 年 5 月20日、7 月22日、11月25日、平成 25 年 2 月10日）

（平成 24 年 10 月23日、11月22日）

岡山市子ども海外派遣報告会 第3期 岡山市外国人市民会議

外国人市民向けの相談窓口

あいフェスティバルコーナー

多文化共生社会推進モデル町内会

国際理解出前講座

　子ども海外派遣に参加した中学生 19 名（洛陽
市 8 名、富川市 4 名、新竹市 7 名）による報告会
を開催しました。
　生徒たちは海外での体験を模造紙にまとめ、保
護者や市民約 30 人に対して一人 5 分ずつの発表
を行いました。

　外国人市民による会議を設置し、外国人市民の意見を聴き
ながら多文化共生社会の
実現を目指しています。
　平成 25 年 3 月、外国人
市民の視線から岡山市の
まちづくりについて提言
をまとめました。

　平成 24 年 5 月から岡山市役所 2 階国際課に外国人市民向け
の相談窓口ができました。
　日本語が分からないなどの理由で行政手続きや生活相談が
できなくて困っている外国人市民の相談に応じます。

対応言語：中国語、英語、ハングル
日　　時：月曜日〜金曜日　9：00 〜 12：00、13：00 〜 17：00

（祝日、年末年始の休日を除く）

　「おかやま国際音楽祭 2012」と「第 17 回人権フェスティバル」
での「あいフェスティバルコーナー」で、世界の料理を販売
するワールド屋台を設けました。

　平成 22 年 2 月、御野、津島の連合町内会をモ
デル町内会に指定しています。
　地域のお祭りなどに多言語版のチラシを作成し
て外国人市民を招待したり、町内会長と外国人留
学生の交流会を開催しました。

各町内会長と外国人留学生との交流会
（平成 24 年 7 月 2 日）

平成 24 年 10 月 6 日〜 7 日（下石井公園）
「おかやま国際音楽祭 2012」での

ワールド屋台→

平成 24 年 12 月 2 日（岡山ドーム）
「第 17 回人権フェスティバル」での
←ワールド屋台

国際友好交流都市の民芸品、民族衣裳などを紹介

　市内の小学生を対象に、岡山市の国際友好交流
都市などについて紹介する「国際理解出前講座」
を開催しました。
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日本文化体験交流会

外国人市民のための日本語教室

国際交流ふれあい講演会

　外国人市民と日本人市民の交流を行う「日本文化体験交流会」を 3 回開催し、和やかな雰囲気の中で日本文化を体
験しながら、お互いの交流を深めました。

それぞれの時間帯に入門・初級・中級レベルのクラスを設
けています。昨年度、上記の教室を合わせて、延べ 5,000
名の外国人市民が参加しました。

第１回　「はじめての切り絵」
平成 24 年 6 月 30 日

第２回　「おにぎりを作ろう」
平成 24 年 11 月 24 日

第３回　「和紙でおひなさま」
平成 25 年 2 月 23 日

講 師　松田　葉子　さん 講 師　小野　長子　さん 講 師　 大久保　道子　さん

西川日本語教室での「こどもの日」の特別授業の様子

　平成 24 年度の国際交流ふれあい講演会は、計 6 回の開催で、日本、アジア各国、北米、オーストラリア出身の
方たちを講師にお招きし、それぞれの国の習慣・文化の紹介や日本での生活について話していただきました。

演　題　「多様性の国インド
　　　　〜インクレディブルインディア〜」

開催日　平成 24 年 5 月 26 日

講　師　ガウラブ・マイティ　さん

演　題　「私が語るマレーシアと日本」

開催日　平成 24 年 7 月 28 日

講　師　ヤップ・ミーリン　さん

演　題　「岡山に暮らしをつくる」

開催日　平成 24 年 8 月 18 日

講　師　吉原　サラ　さん

演　題　「海を渡って 22 年
　　　　　－私を支えてくれた日本人－」

開催日　平成 24 年 9 月 29 日

講　師　尹
ゆん

　甲
かぷ

辰
ちん

　さん

演　題　「世界一暑い国ジブチで見つけたもの
　　　　　　　　 〜難民支援の現場より〜」

開催日　平成 24 年 10 月 27 日

講　師　平野　愛美　さん

演　題　「オーストラリアの文化及び社会」

開催日　平成 25 年 1 月 26 日

講　師　ケイン・ブルックス　さん

教室名 曜日 時間帯

西川日本語教室
午前

毎週
木曜日

10：15〜 11：45
午後 13：30〜 15：00
夜間 18：00〜 19：30

公民館日本語教室

京山 毎週
土曜日 10：00〜 11：30

岡輝 毎週
月曜日 10：00〜 11：30

北 毎週
火曜日 14：30〜 16：00
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